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介護支援専門員証の有効期間更新については、②③の受講が必須となります。ただし、2 回目以降の更

新においては、③のみの受講となります。 

 

対象 研修の流れ 研修名 受講要件等 

試
験
合
格
者 

①実務研修（87時間） 
①介護支援専門員実

務研修 

介護支援専門員実務研修受講試験に
合格した方。（介護支援専門員の資格
を登録するための必須要件となる研
修です。） 

※実習での事例作成・提出が必要で
す。 

 

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
実
務
に
就
い
て
い
る
方 

※
更
新
研
修 

②専門研修課程Ⅰ（56 時間） 
②介護支援専門員 

専門研修課程Ⅰ 

介護支援専門員として実務に就いて
6 ヶ月以上の方。 

ただし、有効期間が 1 年以内に満了
する方は、実務期間に関わらず受講
可能です。 

尚、「実践事例」の提出が必要です。 

③専門研修課程Ⅱ（32 時間） 
③介護支援専門員 

専門研修課程Ⅱ 

介護支援専門員として実務に就いて
3 年以上の方。 

ただし、有効期間が 1 年以内に満了
する方は、実務期間に関わらず受講
可能です。 

尚、「実践事例」の提出が必要です。 

 

※2回目以降の更新の方は、専門研修
課程Ⅱのみの受講となります。 

④主任介護支援専門員研修（70時間） 

 （実務経験：通算 5年以上） 

④主任介護支援専門

員研修 

専任の介護支援専門員として従事し

た期間が通算して 5 年以上の方で、

必要な要件を満たしている方。 

尚、「実践事例」の提出が必要です。 

⑤主任介護支援専門員更新研修 

（46時間） 

⑤主任介護支援専門

員 更新研修 

主任介護支援専門員研修修了証明書

の有効期間がおおむね 2 年以内に満

了する方で、必要な要件を満たして

いる方。 

尚、「指導・支援事例」の提出が必要

です。 
 

実
務
に
就
い
て
い
な
い
方 

資格取得後または前回更新後、 

実務に就いたことのある方の研修 

 ②専門研修課程Ⅰ相当 56 時間 

 ③専門研修課程Ⅱ相当 32 時間 

⑥介護支援専門員更

新研修（経験者対象） 

有効期間が 1 年以内に満了する方で
介護支援専門員として過去に実務経
験があり更新を希望する方（現任者
で経験年数が一定期間に満たない方
を含む） 

尚、「実践事例」の提出が必要です。 

資格取得後または前回更新後、 

実務に就いたことの無い方の研修 

⑥更新研修（54時間） 

⑦介護支援専門員更

新研修（未経験者対

象） 

有効期間が 1 年以内に満了する方で
介護支援専門員として実務経験はな
いが更新を希望する方。 

 

期
限
切
れ
の
方 

有効期間が満了した方などの研修 

⑦再研修（54 時間） 

⑧介護支援専門員再

研修 

有効期限満了日までに更新手続きを
していない方で介護支援専門員証の
交付を受けようとする方。 
 
 

有効期間満了日を過ぎると登録が取
り消されるということではありませ
ん。研修修了後、介護支援専門員証の
交付申請をすることで、実務に就く
ことができます。 

  

介護支援専門員の資格研修体系 


